
環境と住まい
 「私達はこの地球を親から相続したので
はない。私達の子供から借りているのだ。」
と書いたのは、ワ－ルド・ウォッチ研究所
のレスタ－・ブラウンでした。著書の名前
は「持続可能な社会の構築」、1981年のこ
とです。「持続可能な社会」とは破局を招く
ストレスが蓄積されない社会というほどの
意味ですが、それほどまでに私達の住む緑
の惑星は疲弊していること、そして、その
原因は野放図に環境にインパクトを与え続
ける私達自身の日常生活にあるという指摘
でした。何重ものいれこの構造になってい
る環境の一番大きなものが地球であるとす
れば、建築はもっとも小さいスケ－ルの環境
単位のひとつと言えるでしょう。私達は快適
で便利な生活環境の維持のために建物の外
に膨大なエネルギ－や物質の廃棄物を捨て
ていることをあらためて知らされたのです。
 それから10年余、地球環境時代と呼ばれ
る今日、建築と環境の関係には鍵となる2
つの視点があります。ひとつは環境におよ
ぼすインパクトの軽減であり、もうひとつ
は、親自然的な生活空間の創造です。環境
へ与える建築のインパクトには建物をつ
くったり、こわしたりする段階で生じるも
のと、建物を使いはじめてから生じるもの
があります。前者では省資源型の設計や材
料・構工法の開発や建設廃棄物の再利用
が、後者では人間の居住に伴う、暖房や冷
房、照明・動力にかかわる省エネルギ－、水
や物質の循環、再利用が課題とされていま
す。
 建築研究所ではこれらのいずれの分野に
おいても、幅広い研究が進められています
が、今回は住まいの環境づくりに焦点をあ
て紹介します。
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快適さの構造
 「快適性」の実体を捉えることは簡単で
はありません。例えば、それは価値観や地
域・文化・時間・空間・生理などの状況次
第で変化します。身近にいる人の「快適」
は住々にしてあなたの感じ方とは違うで
しょう。そこで環境分野では長らく、スト
レスや不満の少ない環境を「快適」と定義
し、追求してきました。平均的な人間像を
描いて、最大公約数的な環境制御を行うこ
とが、効率的にも設計技術的にも最良の選
択でありました（消極的な快適論）。しか
し、コンピュ－タ利用をはじめとする設
計・評価技術やハ－ドな設備技術の進歩と
環境に対する要求の多様化・高度化を背景
に、ひと昔前まで「わがまま」「無理難題」
と一蹴されてきた個人差等の幅広い要求を
ハ－ドウェアの調節性で受けとめられる時
代が来つつあります。（パ－ソナル化や制
御目標・方式の多様化）。「寒がりな人のた
めの空調」や「高齢者のための照明」「自

然指向の人のための通風設計」等々です。
しかし、「快適」についての多様な要求を
的確に把握することがこれからの課題と
なっています。
 建築研究所では、「高齢者と若年者」「オ
フィスと住宅」「自然エネルギ－利用と人
工エネルギ－利用」等、様々な切り口から
望ましい環境水準とその実現方法について
検討を行っています。中でも昭和63年に開
始した「POEM-O」では、オフィスにおける
環境評価のシステムの標準化をしました。

エネルギ－消費
 わが国の家庭において消費されるエネル
ギ－は、国全体で消費されるエネルギ－の
総量の約7分の1（13.7％）に当たる膨大
な量となっています。しかも、国全体の消
費量が1973年のオイルショック以降ほぼ
横ばいとなっているのに対して、家庭用エ
ネルギ－消費は増加の一途を辿り1990年
までに1970年当時の約2.5倍にも達してい
ます。このような家庭用エネルギ－消費の

空気質 換気 結露
 人間はおよそ８割の時間を建築物の内部
で過ごしていると言われます。それゆえ
に、居住者が毎日吸っている室内の空気
はできる限り清浄なものでなければなり
ません。通常の住宅内で発生する汚染物
質としては、厨房などにおける燃焼器具
から発生する一酸化炭素、二酸化炭素、窒
素酸化物、喫煙などにより発生する浮遊
粉塵、建材などから発生するホルムアル
デヒドや有機溶剤、あるいはダニやカビ
など数多く挙げられます。このほかにも、
調理や在室する人から発生する湿気や臭
気も考えなければなりません。湿気につ
いては壁体内部に侵入し、住宅の耐久性
が損なわれることのないよう防露対策が
必要です。こうした汚染物質を室内から
排除するためには、換気によって屋外の
新鮮な空気を入れ、室内の汚れた空気を
室外に排出する必要があります。窓の開
放によってある程度は換気がなされます

増加の背景には、日常生活をより快適に暮
したいという国民の要求水準の向上と、そ
れを実現可能とした経済力の向上があると
言われています。
 戸建住宅を例にとれば、1世帯当りの年間
エネルギ－消費量は札幌において約23ギ
ガカロリ－、東京では約12ギガカロリ－、
那覇では9ギガカロリ－などといった調査
結果が出ています。札幌では暖房用エネル
ギ－消費が約6割を占めるのに対し、京都
では2割弱、那覇では1％に満たないとい
うように地域によってエネルギ－の用途構
成は変わります。東京では、給湯エネルギ
－が5割弱、暖房エネルギ－及び照明等エ
ネルギ－が各々2割強、調理用エネルギ－
が1割弱、冷房エネルギ－が2％程度となっ
ています。このようなエネルギ－消費量を
今後省エネ住宅の普及によって削減するこ
とが重要な課題となっています。

高断熱・高気密
  暖冷房や換気設備の普及を前提とする
と、熱的な配慮の無い建物ではエネルギ－
の垂れ流しとそれに伴う室内環境水準低下
を避けることができません。そこで、建物
には熱と空気の流通を妨げ、熱環境を計
画・制御するためのシェルタ－的仕掛けが
いくつか組み込まれています。構造体から
の熱移動を抑える断熱化と、換気など対流
熱移動を抑える気密化の技術です。
 標準的な建物では構造、体を通しての熱
損失がもっとも大きく、次いで窓、換気の
順に対策が必要とされます。一方、気密化
には、隙間風の防止と暖・冷気流失を減ら
す効果があり、最近は花粉や火山灰対策に
採用される場合も見られます。このように

自然エネルギ－利用
 日本列島の南と北、太平洋側と日本海側
では大きな気候の違いがあります。それぞ
れの地域の気候の特徴を掴み、建物の設計
に反映させるのが自然エネルギ－利用の基
本です。負荷計算用気候デ－タとして、主
要都市の標準気象デ－タや800余地域のア
メダスをベ－スとした気候パタ－ンが整備
され、これらを使う計算プログラム
（BRIMAP,SMASH,PASSWORKなど）が開発され
てきています。同時に設計者用の気候図も
作成されています。
 建築的な工夫によって太陽熱を利用する
パッシブソ－ラ－では、建物の断熱化、気密
化に加えて日中の日射を取り入れ、夜まで
蓄熱するのがポイントです。日本の伝統的
な住宅では、縁側のひなたぼっこのよう
に、大きな開口部から大量の日射をとりい
れることはあっても夜まで持ち越す工夫は
なかったのです。断熱の程度、集熱や蓄熱
の程度が異なる多数のテストセルがつくら
れ、基礎的なデ－タが蓄熱される一方で、
実大実験住宅が建設され、実測実験が行わ
れてきています。これらの成果を基に、設

環境との共生をめざして

断熱・気密化は、室内環境の快適性向上と
省エネに一石二鳥の効果が期待できる最
も基本的な要素技術と言えます。しかし、
ただ守りに徹していたのでは自然の恵み
を活かすことができません。ある場合に
は閉鎖的に熱ロスを防ぎ、ある場合には
開放的に日射や風を取り入れることで快
適で省エネ的な住まい作りを実現するた
め、建築研究所ではコンピュ－タを利用
した合理的な設計計画手法の検討・開発
を行っています。また、不適切な断熱気密
化に伴う結露や空気質の課題についても
様々な実験・実測を行い、将来像について
検討を続けています。

が、コンクリ－ト住宅や気密施工のなさ
れた住宅のように気密性の高い住宅では、
一般の居室も対象とした機械換気が必要
となることがあります。
 暖冷房のエネルギ－効率を高めるために
は、室内と屋外の空気の流れを遮断する
必要がありますが、換気は必ず確保しな
ければなりません。また、夏期における防
暑のためには、適切な大きさの開口部を
適切な場所に設け、通風を計ることが重
要となります。

計者のための対話型の性能予測計算プログ
ラムも開発されています。夏の日射遮蔽や
通風、夜間換気の効果も予測可能でパッ
シブク－リングの設計にも活用できます。

 住まいの快適さを保つために環境を悪化
させてしまっては、エネルギ－を使えば
使うほどさらに多くのエネルギ－を必要
とするような悪循環に陥ってしまいます。
環境が厳しければ、それだけ住まいの快
適さを保つのは難しいものです。住まい
のなかの快適さと周辺の環境の質との関
係は本来相補的なものであるとの認識が
多くの人の共有するところとなって環境
と共生する住宅の考えが生まれてきまし
た。また、生態学的な都市－エコシティの
アイデアも生まれてきています。都市イ
ンフラのようにスケ－ルの大きいものか
ら一戸の住宅のスケ－ルまでバラエティ
に富んだ数多くの技術メニュ－が提示さ
れるようになってきました。その中から
どのような技術を選ぶかは、地域の自然
的、社会的環境の特性と、どのような住ま
いや町にするのかその地域に住む人々に
かかっています。そこではハ－ドな技術
とそれを使うソフトのバランスが重要で
す。建築研究所は都市や建築に関わる部
門／分野毎の研究に加えて、横断的な学
際研究も進んでいます。環境計画につい
て、今回は主にハ－ドな研究の紹介をし
ましたが、それらをどう生かすか総合的
なプロジェクト研究も進められています。
具体的な地域を対象にして、自治体や公
社公団との連携も盛んです。このような
動きは今後ますます増えてくるでしょう。

気温をベースにした地域の気候区分
は建物の断熱性、気密性を計画する
上で重要な方法である。一方、建物
の集熱性を計画するためには日射を
ベースにした情報が必要である。こ
れらの双方を同時に表す指標の一つ
に、暖房度日(Ｄ20-20) に対する南
鉛直面日射量(kcal/ ㎡ day) の比
(パッシブソーラーポテンシャル：
PSP) がある。

断熱化、気密化、パッシブソーラー

我国のエネルギー消費の伸びに比べて家庭用のエネルギー
消費の伸びは著しい。

家庭用エネルギーの伸び家庭用エネルギーの伸び家庭用エネルギーの伸び家庭用エネルギーの伸び家庭用エネルギーの伸び

家庭用エネルギー消費の地域差家庭用エネルギー消費の地域差家庭用エネルギー消費の地域差家庭用エネルギー消費の地域差家庭用エネルギー消費の地域差
気候やライフスタイルの違いによって用途別の消費量が
異なる。近年は、給湯の伸びが著しい。

パッシブ暖房システムパッシブ暖房システムパッシブ暖房システムパッシブ暖房システムパッシブ暖房システム
パッシブソーラーハ
ウスでは、地域の気候
特性、特に気温や日射
の条件を考慮した建
物の性能－集熱と断
熱保温、蓄熱のバラン
スが求められる。

POE(Post Occupancy Evaluation;居住後評価)
実際の居住状態における建物の性能評価はしばしば計
画時の性能評価と異なる。その原因を明らかにして設
計の合理化に反映させるための考え方と手法がＰＯＥ
である。
建築研究所では、オフィスを対象にした総合的評価診
断システムの開発に引き続き、住宅用の評価システム
を開発中である。

住まいのエネルギー消費地域の気候特性と建築 快適性の評価



平成６年度平成６年度平成６年度平成６年度平成６年度
予算予算予算予算予算・・・・・組織の内示組織の内示組織の内示組織の内示組織の内示
　建設省建築研究所の予算が内示された。総額22億９百万円、前年度比2.6％増、新規課題は｢繊維補強コンクリートの実用性評価
技術｣ 、｢高知能コンクリートを用いた制振構造システム｣ 、｢東南アジア地域における地域適応型集合住宅の開発｣ 。組織では新た
に企画部に国際係、第二研究部に複合材料研究官が認められた。

編集後記
　｢環境にやさしいこと｣ は人によっては時に不便や我慢と感じられ、｢人にやさしいこ
と｣ とは矛盾すると考えられがちのようです。しかし、｢人にやさしいこと｣ も一筋縄
ではありません。何のストレスも感じられない空間は、不快ではないかもしれないけれ
ど退屈窮まりなく、したがって快適でないことも明かです。この問題を解決するヒント
は住まいの環境づくり・空間づくりに居住者自らが参加する仕組みにあるようです。
(Y.K)
　昔から｢建築環境｣ は、大は地球から小は押入の中、ソフトな住みごこち・快適・健
康から機械設備やエネルギーのハード面までと、境界の定かでない分野と言われてき
た。慣れない仕事で苦労もしたが、そんな｢環境｣ の輪郭を紹介できる場を与えていた
だき、感謝している。ただ、そんな間口の広さから、光・音・心理などの分野に触れら
れなかった。この心残りは、またの機会にとっておくこととしよう。(H.O)
　最近は、地球環境を守ろうとする市民の活動や意識の盛り上がりがマスコミ上でも日
常茶飯事となっている。しかし、建築物におけるエネルギー消費という点においては、
それが日本のエネルギー消費の約４分の１を占め、しだいに増加しつつあるにもかかわ
らず、それを減らそうとする意識は決して高いものであるとは言えない。地球環境とい
う以前に、まず身近な環境への関心と要求が高まるのを待つしかないのであろうか。
(T.S)

建築技術講演会建築技術講演会建築技術講演会建築技術講演会建築技術講演会
開催される開催される開催される開催される開催される
　平成６年２月17日(木) に、(社) 公共建築協会と(社) 建築研究振興協会の共催で熊本市に於て一般市民を対象として一日建研が
開催された。聴講者数は181名。

ノースリッジ地震調査ノースリッジ地震調査ノースリッジ地震調査ノースリッジ地震調査ノースリッジ地震調査
　平成６年３月１日から12日の間、政府調査団の一員として、第六研究部都市防災研究室主任研究員が都市･建築分野の被災状況の
調査のためロサンゼルスに派遣された。

平成６年度平成６年度平成６年度平成６年度平成６年度
春季研究発表会春季研究発表会春季研究発表会春季研究発表会春季研究発表会
　建設省建築研究所の春季研究発表会が５月23日から27日の間、建築研究所(つくば市) で開催される。聴講無料、お問い合わせ
は企画調査課情報管理係まで。

出版のご案内出版のご案内出版のご案内出版のご案内出版のご案内（（（（（近近近近近刊刊刊刊刊）））））

建築研究資料｢平成５年北海道南西沖地震調査報告｣
(北川良和　他)
建築研究資料｢欧米諸国の都市計画コントロールの仕組み－土地利用に関わる計画・規制制度を中心として｣
(横山　浩　他)
※問い合せ先
(社) 建築研究振興協会(TEL 03-3453-1281)


